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表 1 SEND プログラム派遣学生 A の予定表 
日 時間 クラス見学/その他の活動 
8/28（日） 19:00 ホテルで Buddy が出迎える 
EZ-Link のカードを受け取る 
キャンパスの地図を受け取る 
翌日 HSS へ行くバス乗り場を確認 
コンビニの場所を確認 
夕食をとれる場所を紹介してもらう 
8/29（月）  9:30-10:00 オリエンテーション 
 10:30-12:00 キャンパスツアー＆ランチ 
 14:00-15:30 J1 G07 
8/30（火） 13:00-14:30 J1 G12 
 15:00-17:00 J4 G02 
8/31（水） 11:30-13:00 J1 G19 
 14:00-15:00 Chinese Heritage Center 見学 
9/1（木） 13:30-15:00 J1 G06 
 16:00-18:00 J6 G01（実習前の見学） 
 19:00-21:00 文化紹介（プレゼンテーション） 
9/2（金）  9:00-11:00 J3 G03 
9/5（月） 10:30-12:00 中国語レベル 1
 16:00-18:00 J6 G01（実習） 
9/6（火） 10:00-12:00 シンガポール国立博物館のツアー 
 13:30-14:30 SEND 派遣学生の歓迎パーティー 
 18:00- ホームビジット 
9/7（水） 12:30-14:00 J2 G06 
 18:15-20:15 NTU スタッフ日本語レッスン 
9/8（木） 14:30-16:00 中国語レベル 1 
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9/9（金） 11:30-13:00 J1 G19 
 14:00-14:30 フィードバックのミーティング 
 17:00～ 早稲田渋谷シンガポール校への訪問 
注：本来の表には「担当」と「場所」の欄があるが、個人情報保護のため省略 












き、筆者が学内の Faculty に連絡をとって承諾をもらうという手順で進めた。表 1 の学生
A は日本語教育専攻の大学院生だが、中国出身で、中国語教育にも興味があるということ
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数の増加を見ていただきたい（表 2）。表 2 は NTU が夏、日本の大学へ留学生を送ってい
る三校の応募者数の過去 3 年の推移である。SEND プログラムが始まる前の 2014 年の夏






表 2  
大学名 2014 年 2015 年 2016 年 
A 大学 20 29 18 
S 大学 26 55 8 





















（さくらい しょうご 南洋理工大学日本語プログラム） 
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